
は
い
な
か
っ
た
。

暉
峻
は
、
社
会
衛
生
学
の
学
的
理
想
の
追
求
の
た
め
に
「
民
族

衛
生
（
厨
の
の
①
国
ご
唱
曾
①
こ
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
、
社
会
衛
生

学
が
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社

会
衛
生
の
目
的
で
あ
る
衛
生
的
文
化
の
普
遍
化
を
達
成
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
条
件
の
変

化
が
急
激
に
は
望
め
な
い
こ
と
を
代
替
す
る
た
め
に
、
優
生
学
と

い
う
方
法
に
高
い
評
価
を
な
す
こ
と
に
よ
り
類
似
の
成
果
を
得
よ

う
と
の
論
理
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

國
崎
は
、
社
会
衛
生
学
は
社
会
が
「
對
立
的
な
階
級
に
分
れ
て

居
り
、
そ
の
一
方
の
階
級
が
社
會
經
濟
的
に
常
に
劣
位
に
居
り
、

し
か
も
そ
の
數
が
極
め
て
大
多
數
の
人
間
を
ば
包
括
す
る
や
う
な

社
會
の
現
段
階
」
に
お
い
て
は
、
社
会
的
に
劣
位
に
あ
る
階
層
の

諸
問
題
を
社
会
衛
生
学
上
の
主
要
課
題
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

社
会
衛
生
学
は
「
無
産
者
の
衛
生
学
」
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
同

意
し
て
い
る
。

こ
の
代
表
的
な
三
著
の
相
違
が
、
日
本
に
お
け
る
社
会
衛
生
学

の
受
容
態
度
の
多
義
性
を
示
し
て
い
る
。

（
大
阪
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）

的
理
念
と
し
た
点
で
は
、
の
３
管
言
ら
の
理
解
の
範
囲
を
超
え
て

衛
生
と
い
う
も
の
が
社
会
化
さ
れ
政
策
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た

の
は
、
近
代
と
い
う
時
代
の
必
然
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

京
都
で
は
、
明
治
の
早
く
か
ら
衛
生
が
近
代
化
政
策
の
中
に
活
用

さ
れ
、
社
会
形
成
を
な
し
て
い
く
一
端
を
担
っ
た
。
そ
の
発
議
者

で
あ
り
遂
行
者
が
明
石
博
高
で
あ
っ
た
。

明
石
は
医
師
で
あ
り
薬
剤
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
治
三
年
十
月
、

時
の
権
力
者
で
あ
る
槙
村
正
直
の
要
請
に
応
じ
て
京
都
府
に
出
仕

し
た
。
「
明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁
」
に
は
、
明
石
が
公
私
と
も
に

京
都
の
殖
産
、
教
育
、
福
祉
、
そ
し
て
衛
生
政
策
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
社
会
面
で
は
、
駆
徽
院
、
療
病
院
、

医
務
取
締
制
、
童
仙
房
開
墾
、
集
書
院
（
図
書
館
）
、
温
泉
施
設
、

ア
ポ
テ
ー
キ
、
官
立
司
薬
場
、
願
狂
院
、
避
病
院
、
観
象
台
（
測
候

所
）
で
あ
り
、
産
業
面
で
は
、
勧
業
場
、
舎
密
局
、
博
覧
会
、
伏
水

妬
明
石
博
高
に
み
る
「
衛
生
」
政
策

小
野
尚
香
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製
作
所
、
牧
畜
場
な
ど
で
あ
っ
た
。

後
進
国
の
政
治
的
方
向
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
意
図
に

あ
り
、
京
都
に
お
い
て
も
政
治
的
形
成
は
、
明
石
を
は
じ
め
槙
村
、

山
本
覚
馬
の
手
に
実
質
上
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
、
遷
都

に
よ
っ
て
流
民
が
町
に
溢
れ
、
衰
退
す
る
京
都
の
現
実
の
中
で
、

三
者
の
目
的
は
欧
化
政
策
を
機
軸
と
し
て
京
都
の
再
興
を
計
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
開
明
的
な
目
標
と
絶
対
色
の
強
い
方
法
と
い
う
二

重
構
造
の
中
で
救
貧
勧
業
政
策
が
実
施
さ
れ
、
近
代
管
理
社
会
が

形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
明
石
の
推
奨
す
る
衛
生

が
政
治
的
役
割
を
担
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

明
石
の
指
向
し
た
も
の
は
、
彼
が
提
出
し
た
舎
密
局
、
療
病
院
、

癩
狂
院
関
係
な
ど
種
々
の
建
議
言
や
事
務
文
書
か
ら
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
西
洋
医
学
に
基
づ
い
た
衛

生
行
政
機
構
を
整
え
、
最
先
端
の
西
洋
医
学
教
育
を
行
い
、
医
療

従
事
者
の
向
上
と
組
織
を
確
立
し
、
窮
民
対
策
を
含
む
疾
病
の
予

防
と
治
療
を
通
し
て
、
京
都
の
興
隆
と
府
民
の
健
康
保
持
い
わ
ゆ

る
富
府
健
民
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
れ
ま
で
民
間
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
衛

生
事
業
を
府
の
政
策
に
組
み
込
み
、
医
療
・
衛
生
施
設
の
財
源
は
、

基
本
的
に
府
民
の
税
金
、
醗
金
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
療
病

院
を
中
核
と
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

衛
生
行
政
施
策
を
円
滑
に
推
進
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
療

病
院
設
立
を
審
議
し
た
の
は
明
治
四
年
二
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
創

設
と
平
行
し
て
医
業
者
の
調
査
を
行
い
、
各
地
域
毎
に
そ
の
代
表

者
を
公
選
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
、
頂
点
に
寮
病

院
を
お
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
寮
病
院
で
は
、
ド
イ
ツ
人
教
師
を
招
き
、
病
理
解
剖
を

取
り
入
れ
、
最
新
の
医
学
教
育
に
よ
っ
て
医
療
従
事
者
の
養
成
を

試
み
た
。
さ
ら
に
脳
脊
髄
膜
炎
、
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
予
防

法
を
記
し
、
ま
た
医
療
従
事
者
に
そ
の
予
防
と
対
処
に
つ
い
て
の

教
育
を
施
し
た
。
衛
生
政
策
の
体
系
は
伝
染
病
の
予
防
と
対
策
、

精
神
病
院
、
温
泉
療
養
施
設
に
も
及
ん
だ
。
明
治
十
年
の
コ
レ
ラ

流
行
時
の
「
ク
ワ
ー
ラ
ン
タ
イ
ン
」
政
策
は
有
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
衛
生
行
政
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
京
都
の
名

望
家
を
中
心
と
し
た
人
脈
を
も
と
に
、
各
々
の
分
野
で
の
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
の
起
用
や
税
金
、
礁
金
、
寄
付
金
の
財
政
的
裏
付
け
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
た
。
よ
り
科
学
的
な
方
法
と
詳
細
に
わ
た
る
規
則

を
起
草
、
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
一
的
な
衛
生
施
策
の
提

供
と
府
民
へ
の
浸
透
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
中
央
が
明
治
七

年
に
布
達
し
た
医
制
が
訓
辞
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
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京
都
独
自
の
も
の
が
そ
の
時
代
に
誕
生
し
た
。

明
石
の
科
学
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
藺
方
に
通

じ
た
家
庭
に
育
ち
、
慶
応
元
年
恩
師
で
あ
る
新
宮
涼
閣
ら
と
興
し

た
医
学
研
究
会
で
の
勉
学
や
鉱
泉
の
調
査
、
慶
応
二
年
自
宅
で
開

い
た
理
化
学
研
究
会
の
活
動
、
明
治
二
年
薬
局
主
管
兼
看
頭
と
し

て
勤
務
し
た
大
阪
の
仮
病
院
で
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
、
ま
た
大
阪
舎

密
局
で
ハ
ラ
タ
マ
に
従
事
し
た
経
歴
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
医
師
と

し
て
は
、
明
治
維
新
時
に
医
学
研
究
会
の
仲
間
と
と
も
に
開
設
し

医
務
に
も
携
わ
っ
た
病
院
で
の
奉
仕
や
、
明
治
三
年
梅
毒
の
蔓
延

を
防
ぐ
た
め
の
療
病
館
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
者
を
求

め
、
祇
園
の
一
力
棲
主
杉
浦
治
郎
右
衛
門
ら
の
財
政
的
協
力
を
得

て
、
娼
妓
の
疾
病
治
療
と
検
梅
を
実
施
し
た
行
動
か
ら
も
窺
え
る
。

明
治
三
年
、
三
十
二
歳
の
明
石
は
京
都
府
に
出
仕
し
、
勧
業
政

策
と
平
行
し
て
衛
生
政
策
を
遂
行
し
て
い
っ
た
。
彼
の
科
学
者
と

し
て
の
知
識
と
合
理
性
、
医
療
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
の
使
命
感

に
基
づ
い
た
政
策
は
、
人
々
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
に
加
え
、

彼
が
政
策
化
し
た
殖
産
興
業
へ
の
労
働
力
育
成
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
っ
た
。
明
石
の
企
画
し
た
衛
生
と
い
う
文
明
開
化
政
策
は
、

近
代
京
都
の
社
会
形
成
的
機
能
を
担
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
医
学
部
）

明
治
三
七
年
以
来
、
わ
が
国
に
お
け
る
結
核
の
死
亡
率
は
人
口

一
万
人
あ
た
り
二
○
人
に
達
し
、
結
核
患
者
は
一
五
○
万
人
に
お

よ
ぶ
と
推
定
さ
れ
た
。
欧
米
で
は
老
人
の
病
気
と
な
っ
て
い
た
の

に
わ
が
国
で
は
青
年
の
病
気
で
あ
り
、
一
五
’
三
○
歳
で
発
病
そ

し
て
死
亡
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
昭
和
十
年
代
に
肺
虚
脱
療
法
と
し

て
人
工
気
胸
術
、
あ
る
い
は
横
隔
膜
神
経
捻
除
術
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
療
法
で
は
僅
か
に
二
五
％
く
ら
い

が
軽
快
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
外
科
的
に
胸
郭
形
成

術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
就
業
可
能
率
は

い
ち
じ
る
し
く
改
善
し
た
。
加
納
保
之
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
一
年

ま
で
に
施
行
し
た
胸
郭
形
成
術
は
三
六
四
名
で
、
手
術
死
九
名
、

そ
の
他
の
死
が
四
六
名
、
現
在
療
養
し
て
い
る
者
が
九
三
名
、
就

卿
結
核
外
科
に
お
け
る
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術

藤
倉
一
郎
・
藤
倉
知
子
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